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標準試験法設定の目的

本事業では、採択されたそれぞれの事業体によって部材開
発の目標が設定されているため その目標を達成すべき試発の目標が設定されているため、その目標を達成すべき試
験が計画され、実施されるべきである。一方、今後、国産材
を２×4製材として利用を進めていくためには、JAS改訂や基
準強度の見直し等を検討することが必要にな てくる可能性準強度の見直し等を検討することが必要になってくる可能性
がある。

そこで、本事業で得られる強度データを上記の検討に活用し
ていくため、各事業体の開発目標を妨げない範囲において、
標準試験法及び最低限の測定項目を定めるものである。

試験の流れ
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原木丸太

原木丸太の本数：想定する等級の試験数がばらつき
(変動係数)に応じた数になることが理想。ただし 現実(変動係数)に応じた数になることが理想。ただし、現実
には・・・。各等級・試験ごとに40～50体程度が目標
か?
必須の測定項目

・材長(試験体の長さを考慮)
・末口径
・木取り
できれば測定していただきたい項目

・元口径、曲がり、偏心距離、縦振動法によるヤング係
数数



原木丸太の測定項目

原木番号： 木取り図 供試材番号 製材寸法（幅×厚さ）
◎樹種 ○－１◎樹種 ○ １
◎末口径：　　　　cm ○－２
◎長さ：　　　　　　m ○－３
○元口径：　　　　cm ○－４
○曲がり ○ ５○曲がり： ○－５
○偏心距離： ○－６
○重量：　　　　　　ｇ ○－７
○動的弾性係数 ○－８○動的弾性係数 ○

○－９
○－１０

供試材

必須の測定項目

乾燥スケジ ル・乾燥スケジュール

以下、乾燥後

・寸法、重量

・水分計による含水率

・グレーダによる乙種及び甲種におけるJAS等級

できれば測定していただきたい項目できれば測定していただきたい項目

・縦振動法によるヤング係数

供試材の測定項目
供試材番号：

製造に使用した原木番号
処理状態 乾燥前 乾燥後 鉋削後

1 幅 　　　　　　　　　　mm 　　　　　　　　　　mm ◎　　　　　　　　　mm
1 厚さ 　　　　　　　　　　mm 　　　　　　　　　　mm ◎　　　　　　　　　mm
1 長さ 　　　　　　　　　　mm 　　　　　　　　　　mm ◎　　　　　　　　　mm
1 含水率（水分計による） ○　　　 　　　　　％ ○　　　　　 　　　％ ◎ 　　　　％
1 重量 ○　　　 　　　　　ｋｇ ○　　　　　 　　　ｋｇ ◎　　　　　　　　　 ｇ
2 曲がり（矢高／スパン） ◎2 曲がり（矢高／スパン） ◎
2 反り（矢高／スパン） ◎
2 ねじれ ◎
2 丸身 ◎
2 割れ（貫通割れ・その他の割れ） ◎
2 平均年輪幅 ◎2 平均年輪幅 ◎
2 繊維傾斜 ◎
2 節径（中央部） ◎
2 節径（材縁部） ◎
2 節径（集中節径） ◎節径（集中節径） ◎
2 ＪＡＳ等級 ◎
3 弾性係数（縦振動法） ◎
3 弾性係数（静的曲げ・フラットワイズ）

１ 供試材中央部において 寸法はノギスで 含水率は水分計で計測１．供試材中央部において、寸法はノギスで、含水率は水分計で計測
    水分計は（財）日本住宅・木材技術センター認定機種とする
２．ＪＡＳ等級区分の決定要因（該当する要因欄に記入）　→　枠組壁工法構造用製材のＪＡＳを参照
３．いずれかを測定すること

試験体 供試材

供試材の長さに応じて
各試験体を採取する。 縦引張り試験体曲げ・縦圧縮試験体各試験体 採 す 。

例えば、１供試材から
曲げ試験体と縦圧縮
試験体を採取 １供試試験体を採取、１供試
材から縦引張り試験
体を採取する。

各試験体の振り分け

寸法、節等の非破壊測定

各試験体の振り分け
は無作為、あるいは
供試材のヤング係数
の分布が等しくなるよ

縦引張り試験縦圧縮試験曲げ試験

の分布が等しくなるよ
うに採取する。

全乾法による含水率測定全乾法による含水率測定

図 試験体採取の一例



曲げ試験

標準試験法
支点間距離を21倍とした3等分点4点荷重方式

●国産材製材協会の例
試験体の長さ（材せいの23倍）

２０４材 89 ×23 2 047・２０４材： 89mm×23＝2,047mm
・２０６材：140mm×23＝3,220mm

試験方法
曲げ試験は エッジワイズ荷重で 支点間距離・曲げ試験は、エッジワイズ荷重で、支点間距離
を材せいの21倍とした３等分点

・４点荷重方式とする。
・２０４材：支点間距離 89mm×21＝1,869mm、

7h7h7h
２０４材：支点間距離 89mm 21 1,869mm、
荷重点間距離1,869÷3＝623mm

・２０６材：支点間距離140mm×21＝2,940mm、
荷重点間距離2,940÷3＝980mm

ダイヤルゲ ジにより たわみ量を測定する

21h

・ダイヤルゲージにより、たわみ量を測定する。

縦圧縮試験

標準試験法
材長を長辺の2～3倍
ただし、細長比(λ)が30以下

●国産材製材協会の例●国産材製材協会の例
試験体の長さ（長辺の約2.5倍）

・２０４材： 89mm×2.5≒225mm (λ=20.5)
・２０６材：140mm×2 5≒325mm (λ=29 6)２０６材：140mm×2.5≒325mm (λ=29.6)
※短辺の6倍なら約240mm

試験方法
試験には球座を使用する・試験には球座を使用する。

縦引張り試験

標準試験法
材長をチャック間距離の長辺の9倍以上

●国産材製材協会の例
試験体の長さ試験体の長さ

・２０４材：2,100mm
・２０６材：2,600mm

試験方法試験方法
・チャック間距離（長辺の約10倍）
・２０４材： 900mm
２０６材 1 400mm

長辺の9倍以上

・２０６材：1,400mm
・チャック部：600mm×2＝1,200mm

せん断・めり込み試験

●せん断試験

・標準試験（構造計算指針）

・JIS Z2101と同様のいす型せん断試験

・JIS用の治具を使用

・25mmタイプ?

●めり込み試験●めり込み試験

・標準試験（構造計算指針）

JIS Z2101と同様・JIS Z2101と同様

・比例限応力も算出

・できれば柾目面及び板目面荷重のそれぞれで・できれば柾目面及び板目面荷重のそれぞれで
測定。



試験体の測定項目
試験体番号：

試験の種類 　 ◎曲げ ◎引張 ◎圧縮 ◎せん断
1 幅　　(mm） ◎ ◎ ◎ ◎
1 厚さ  (mm） ◎ ◎ ◎ ◎
1 長さ  (mm) ◎ ◎ ◎ ◎
1 重量   ( g) ◎ ◎ ◎ ◎
4 最大節径（中央・指定区間）(mm ◎ ◎ ◎ －4 最大節径（中央 指定区間）(mm ◎ ◎ ◎ 　　
4 最大節径（材縁・指定区間）(mm ◎ ◎ ◎ 　　　－
4 集中節径（中央・指定区間）(mm ◎ ◎ ◎ 　　　－
4 集中節径（材縁・指定区間）(mm ◎ ◎ ◎ 　　　－
2 繊維傾斜（指定区間） ○ ○ ○2 繊維傾斜（指定区間） ○ ○ ○ 　　－

 含水率（全乾法）        (％) ◎ ◎ 　　　－ 　　　－
強さ  (N/mm2) ◎ ◎ ◎ ◎
弾性係数 (kN/mm2) ◎ ○ ○ 　　－

１．寸法と重量　強度試験体は必須。　試験体中央部において、ノギスで計測
２．枠組壁工法構造用製材のＪＡＳを参照
４ 節径の測定方法は枠組壁工法用製材のＪＡＳを参照 指定区間とは 曲げ試験にあって４．節径の測定方法は枠組壁工法用製材のＪＡＳを参照。　指定区間とは、曲げ試験にあって
 荷重点間、引張試験にあってはチャック間、圧縮試験にあっては全長とする。

JASによる節の基準値

区分

幅 節 節
節(不健全な
節をく。)

節(不健全な
節をく。)

特　級 1　級 2　級 3　級
区分 コンストラクション スタンダード ユティリティ

節 節節（不健全な節
を除く ）

寸法

形式

104 89 22 19 38 25 51 32 64 44

材
縁
部

材
縁
部

中
央
部

材
縁
部

中
央
部

中
央
部

中
央
部

材
縁
部

寸法型式

203 32 38 51

204 38 51 64

205

を除く。）

104 89 22 19 38 25 51 32 64 44

106 140 48 29 57 38 73 48 95 70

203 64 13 13 19 19 22 22 32 32

204 89 22 19 38 25 51 32 64 44

205

206

304

306205 114 38 25 48 32 60 41 76 57

206 140 48 29 57 38 73 48 95 70

208 184 57 38 70 51 89 64 114 89

210 235 67 48 83 64 108 83 140 114

306

404

406

408
210 235 67 48 83 64 108 83 140 114

212 286 76 57 95 76 121 95 165 140

304 89 22 19 38 25 51 32 64 44

306 140 48 29 57 38 73 48 95 70

408

404 89 22 22 38 38 51 51 64 64

406 140 48 29 57 38 73 48 95 70

408 184 57 38 70 51 89 64 114 89

節径比の測定（１） 節径比の測定（２）



節径比の測定（３） 2×４製材の節径の評価方法2×４製材の節径の評価方法
（特に、構造用製材と異なる点）

節径は節面積を幅(広い面)に対する長さとして表し
ているている。

材縁部の節：りょう線との距離が節径の1/6以下で
ある節ある節。

厚さ(狭い面)側に存在する節は幅の材縁部の節径
に置き換えて評価するに置き換えて評価する。

集中節径：範囲は15cm。ただし、基準値は単独節
径の2倍 また 材縁部を1つでも含んだ場合は材径の2倍。また、材縁部を1つでも含んだ場合は材
縁部の集中節とする。

曲げ試験機及びラテラルサポート 縦圧縮・縦引張り試験


